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●クンシラン 

・君子蘭　・ウケザキクンシラン　・大花君子蘭　 

 
　南アフリカ原産の不耐寒性宿根草です。ラン科でもな
いのに蘭の名がつくものはユリ科の鈴蘭を始めとして多
くありますが、君子蘭はヒガンバナ科です。 
　学名はクリビア・ノビリスですが、クリビアの名は十
九世紀初頭の女流詩人の名から、君子蘭の名は、明治二
十五年頃に東京理科大学の大久保三郎氏の命名と伝えら
れています。葉は革質で濃緑色、中心から太い花茎を出し、
頂に豪華な橙黄色の花をつけます。 
　花は下向きと上向きのものがありますが、上向きのも
のをウケザキクンシランと言います。露地では三～四月
の開花ですが、冬の温室物鉢物として栽培されます。 

「君子蘭げに思はぬに太々と花茎立ちて咲き出でむとす」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  窪田空穂 

●思い出に残る成人式に 

●Eメール 
　office@maruko-town.ne.jp 

●ホームページ 
　http://www.maruko-town.ne.jp 

●町長室専用ファックス 
  （町づくりアクティブライン） 
　Fax 0268-42-3388 

●毎月15日は町長との対話サロン 
  【問】�0268-42-1011　企画課情報係 

●人口 

男…………12,213 （＋13） 

女…………12,894 （＋26） 

総数………25,107 （＋39） 

世帯数……・・8,850 （＋22） 

　　　　　　  1月1日現在 

�緑あふれる郷土を愛し、豊 
　かな町をつくりましょう。 

�仕事に励み、伸びゆく産業 
　の町をつくりましょう。 

�平和を愛し、心のふれあう 
　楽しい町をつくりましょう。 

�教養を深め、香り高い文化 
　の町をつくりましょう。 

�健康で幸せを願い、希望に 
　満ちた町をつくりましょう。 

●広報に掲載した写真差し上げます。丸子町役場企画課情報係まで　�42-1011　有線2-4882

JQA-EM1393

丸子町は環境ISO14001を取得しています。 PRINTED WITH 

SOY INK
TM

Trademark of American Soybean Association

大豆油インクを使用しています。 
古紙配合率100％再生紙を使用 

古紙100％再生紙を使用しています。 

かくしつ 

いただき 

くん  し   らん 

すずらん らん 

　1月12日、新成人の門出を祝う丸子町成人式が今年も町文化
会館で開催され、273名の若者が大人の仲間入りをしました。
会場では、華やかな晴れ着や落ち着いたスーツ姿の新成人たち
が旧友との再会に喜び、記念写真を撮り合っていました。 
　新成人で企画運営される町の成人式。みんなの思い出に残る式にしたいと9回の会議を重ねて臨んだといいます。
招待した中学時代の恩師の激励や思い出の写真を集めたスライド上映に、会場からは歓声が上がっていました。 
　なにかお手伝いできればと思い委員に応募したという堀内由紀子運営委員長。「人前にでて話をするのはぜ
んぜん得意じゃない。すっごい緊張しています」と話していましたが、主催者を代表しての堂々としたあいさ
つに会場からは大きな拍手が送られていました。 

撮影場所：中丸子（鉢物） 

住基ネット第2次稼動開始
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み
な
さ
ん
は
地
球
に
や
さ
し
い
こ
と
を

何
か
し
て
い
ま
す
か
？ 

　
地
球
に
や
さ
し
い
行
動
と
い
っ
て
も
、
い
っ

た
い
ど
ん
な
こ
と
を
す
れ
ば
地
球
環
境
の

た
め
に
な
る
の
か
分
か
り
づ
ら
く
、
行
動

し
よ
う
と
思
っ
て
も
余
計
な
手
間
や
費
用

が
掛
か
る
か
ら
と
敬
遠
し
て
し
ま
い
が
ち
。

ま
た
自
分
の
環
境
活
動
が
、
ど
れ
だ
け
地

球
の
た
め
に
な
っ
て
い
る
の
か
も
分
か
り

ま
せ
ん
。 

　
環
境
へ
の
取
組
み
が
簡
単
に
、
そ
し
て

そ
の
結
果
を
目
で
確
認
で
き
る
よ
う
に
数

値
化
す
る
。
そ
ん
な
「
環
境
家
計
簿
」
の

こ
と
を
み
な
さ
ん
ご
存
知
で
す
か
？ 

地
球
環
境
の
危
機
！ 

  　
近
年
、
丸
子
町
内
各
所
で
、
ス
ズ
メ
蜂

の
駆
除
に
関
す
る
苦
情
が
増
え
て
お
り
、

カ
メ
ム
シ
や
蛾
の
異
常
発
生
な
ど
の
苦
情

も
増
え
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
昆
虫
類
が
越

冬
で
き
る
ほ
ど
冬
場
暖
か
く
な
っ
た
こ
と
が
、

原
因
の
ひ
と
つ
と
し
て
考
え
ら
れ
ま
す
。 

　
地
球
全
体
の
平
均
気
温
は
、
産
業
革
命

以
降
、
こ
の
百
年
間
で
0.3
〜
0.6
℃
上
昇
し

た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
温
度
上
昇

で
海
水
面
が
10
〜
25
�
も
上
昇
し
、
北
半

球
の
冬
季
間
雪
で
覆
わ
れ
る
面
積
は
、

1
9
7
3
〜
9
4
年
の
間
に
10
％
も
減
少

し
た
と
い
わ
れ
ま
す
。 

　
こ
の
よ
う
な
気
温
上
昇
は
、
大
気
中
の
「
温

室
効
果
ガ
ス
（G

reen H
ouse G

as

）」
と

い
う
気
体
の
濃
度
が
高
ま
る
こ
と
に
よ
っ

て
起
こ
る
現
象
で
、
一
般
的
に
「
地
球
温

暖
化
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。 

　
こ
の
温
暖
化
が
こ
の
ま
ま
進
ん
だ
場
合
、

2
1
0
0
年
に
は
平
均
気
温
が
現
在
よ
り

2
℃
高
ま
り
、
海
面
が
50
�
上
昇
す
る
見

込
み
で
す
。
こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
異
常
気

象
が
発
生
、
生
態
系
な
ど
に
与
え
る
影
響

や
新
た
な
疫
病
の
発
生
が
危
惧
さ
れ
て
い

ま
す
。 

    

地
球
温
暖
化
の
メ
カ
ニ
ズ
ム 

  

地
球
温
暖
化
は
ど
の
よ
う
に
し
て 

起
き
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
？ 

  　
そ
も
そ
も
地
球
上
に
生
物
が
住
め
る
の
は
、

太
陽
に
よ
っ
て
暖
め
ら
れ
た
地
表
面
が
適

切
な
温
度
に
保
た
れ
て
い
る
か
ら
で
す
。

こ
の
暖
め
ら
れ
た
熱
を
宇
宙
へ
逃
が
さ
な

い
よ
う
に
機
能
し
て
い
る
の
が
、
大
気
中

の
「
温
室
効
果
ガ
ス
」
で
す
。 

　
こ
の
温
室
効
果
ガ
ス
は
、
地
球
の
温
度

を
維
持
す
る
た
め
に
重
要
な
気
体
で
す
が
、

そ
の
濃
度
が
高
く
な
っ
て
バ
ラ
ン
ス
を
崩

す
と
温
度
上
昇
を
も
た
ら
し
ま
す
。 

　
こ
の
よ
う
に
し
て
地
球
温
暖
化
が
起
き

て
い
ま
す
。 

  

地
球
温
暖
化
を
引
き
起
こ
す 

「
温
室
効
果
ガ
ス
」
と
は 

な
ん
で
し
ょ
う
か
？ 

  　
二
酸
化
炭
素
、
メ
タ
ン
、
亜
酸
化
窒
素
、

フ
ロ
ン
（
オ
ゾ
ン
層
破
壊
の
原
因
物
質
）

な
ど
で
す
。
こ
れ
ら
の
ガ
ス
は
、
私
た
ち
の

日
常
生
活
や
生
産
・
移
動
・
輸
送
な
ど
の

経
済
活
動
に
伴
っ
て
必
然
的
に
発
生
し
ま
す
。 

　
と
り
わ
け
、
モ
ノ
が
燃
え
る
時
に
発
生

す
る
二
酸
化
炭
素
が
大
き
な
影
響
を
及
ぼ

し
て
い
ま
す
。 

    

地
球
温
暖
化
の
原
因
は
？ 

  

急
速
な
温
暖
化
の
進
行
の
原
因
は
…
？ 

  　
温
室
効
果
ガ
ス
で
あ
る
二
酸
化
炭
素
量

の
急
激
な
上
昇
が
主
な
原
因
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。 

　
二
酸
化
炭
素
は
、
発
電
の
た
め
に
使
用

さ
れ
る
石
油
や
石
炭
、
自
動
車
燃
料
で
あ

る
ガ
ソ
リ
ン
や
軽
油
、
調
理
や
給
湯
・
暖

房
用
の
ガ
ス
な
ど
、
様
々
な
化
石
燃
料
の

燃
焼
に
よ
っ
て
発
生
し
ま
す
。 

　
つ
ま
り
私
た
ち
は
、
毎
日
の
炊
事
や
洗
濯
、

テ
レ
ビ
鑑
賞
や
車
の
運
転
な
ど
日
常
生
活

の
あ
ら
ゆ
る
場
面
に
お
い
て
、
知
ら
ず
知

ら
ず
の
う
ち
に
二
酸
化
炭
素
を
発
生
さ
せ

て
い
る
の
で
す
。 

　
こ
の
二
酸
化
炭
素
の
発
生
を
抑
制
す
る

こ
と
が
、
地
球
温
暖
化
に
歯
止
め
を
効
か

せ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

 

私
た
ち
の
生
活
と
地
球
温
暖
化 

  　
私
た
ち
が
家
庭
で
調
理
や
暖
房
に
使
用

す
る
ガ
ス
や
灯
油
の
燃
焼
に
よ
っ
て
直

接
排
出
さ
れ
る
二
酸
化
炭
素
や
、
電
気

を
利
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
間
接
的
に

排
出
さ
れ
る
二
酸
化
炭
素
な
ど
、
日
常

生
活
か
ら
排
出
さ
れ
る
二
酸
化
炭
素
の

量
は
、
人
間
の
生
産
活
動
に
お
い
て
発
生

す
る
全
二
酸
化
炭
素
の
な
ん
と
50
％
に
も

達
し
ま
す
。 

　
丸
子
町
の
消
費
電
力
は
、
昭
和
62
年
に

一
時
間
当
た
り
3
万
キ
ロ
ワ
ッ
ト
で
あ
っ

た
も
の
が
、
平
成
12
年
度
に
は
5
万
キ
ロ

ワ
ッ
ト
と
実
に
2
万
キ
ロ
ワ
ッ
ト
も
増
加

し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
自
動
車
の
消
費
燃

料
は
、
平
成
3
年
に
年
間
6
千
キ
ロ
リ
ッ

ト
ル
で
あ
っ
た
も
の
が
、
平
成
12
年
に
は

7
・
5
千
キ
ロ
リ
ッ
ト
ル
と
1
・
2
5
倍
の

伸
び
率
を
示
し
て
い
ま
す
（
丸
子
町
地
域

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
よ
り
）。
こ
れ

を
二
酸
化
炭
素
に
換
算
す
る
と
、
こ
の
10

年
程
の
間
に
7,
2
0
0
キ
ロ
グ
ラ
ム
も
の

二
酸
化
炭
素
が
増
加
し
た
こ
と
に
な
り
ま

す
。 

　
こ
の
よ
う
に
地
球
温
暖
化
を
防
止
す
る

た
め
に
は
、
年
々
増
加
し
続
け
る
二
酸
化

炭
素
排
出
量
を
い
か
に
抑
制
す
る
か
が
課

題
と
な
り
ま
す
。
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が

日
常
生
活
を
見
直
し
、
各
家
庭
か
ら
排
出

さ
れ
る
二
酸
化
炭
素
が
ど
れ
く
ら
い
な
の

か
を
知
っ
て
、
電
気
の
つ
け
っ
ぱ
な
し
や

不
要
な
暖
房
は
使
用
し
な
い
よ
う
に
心
が

け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。 

  
地
球
温
暖
化
阻
止
は 

　
　
　
　
　
　 

ま
ず
家
庭
か
ら 

  　
み
な
さ
ん
の
ご
家
庭
で
は
家
計
簿
を
つ

け
て
い
ま
す
か
？ 

　
家
計
簿
を
つ
け
る
と
ム
ダ
な
出
費
が
ひ

と
目
で
わ
か
り
、
節
約
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
こ
の
家
計
簿
を
地
球
温
暖
化
防
止

用
に
ア
レ
ン
ジ
し
た
も
の
が
「
環
境
家
計
簿
」

で
す
。 

　
環
境
家
計
簿
は
普
通
の
家
計
簿
と
は
ち
ょ
っ

と
違
い
、
１
カ
月
の
電
気
や
ガ
ス
、
水
道

の
使
用
量
な
ど
を
記
入
し
係
数
を
掛
け
る

こ
と
で
、
我
が
家
で
排
出
さ
れ
て
い
る
二

酸
化
炭
素
の
量
が
分
か
る
よ
う
に
な
っ
て

い
ま
す
。 

太陽から降り注ぐ光 
（放射エネルギー） 

一部は大気や地表面 
によって反射される 

地球から放出される 
エネルギー 

（赤外線エネルギー） 

温室効果ガス 

地球の平均気温の変化と予測 

環境家計簿のすすめ 

1世帯あたりの燃料種別エネルギー消費量の推移 

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000
（103kcal） 

電力 

都市ガス 

灯油 

太陽熱 

LPガス 

その他 

1965 1970 1975 1980 1985 1990 1995年 

日本エネルギー経済研究所資料より 

気象変動に関する政府間パネル（IPCC）より抜粋 

－1.0

－0.5

0.0

＋0.5

＋1.0

＋1.5

＋2.0

1860　　 1900　 　1940　 　1980　　 2020　　 2060　　 2100
年 

℃ 
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環
境
家
計
簿
を
つ
け
る
こ
と
で
、
ご
く

普
通
の
ご
家
庭
で
も
小
さ
な
毎
日
の
努
力

で
少
し
ず
つ
二
酸
化
炭
素
を
減
ら
し
て
い

く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
継
続
的
に
つ

け
て
、
二
酸
化
炭
素
排
出
量
を
減
ら
す
努

力
を
す
る
こ
と
は
、
地
球
に
や
さ
し
い
だ

け
で
な
く
、
結
果
と
し
て
家
計
の
節
約
に

も
つ
な
が
り
ま
す
。 

　
そ
ん
な
財
布
に
も
う
れ
し
い
「
環
境
家

計
簿
」
を
あ
な
た
も
今
日
か
ら
つ
け
て
み

ま
せ
ん
か
？ 

  　
環
境
家
計
簿
に
つ
い
て
は
、
町
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
宮
城
教
育
大
学
の
環
境
家
計

簿
が
リ
ン
ク
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
ち
ら
も

ご
覧
く
だ
さ
い
。 

（http://w
w
w
.m
aruko-tow

n.ne.jp/ 

　
　
　
　 yakuba/keikaku/index.htm

 

リ
ン
ク
‥
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
家
計
簿
） 

  丸
子
町
役
場
生
活
課
生
活
係 

　
　
電
話  

42
―
1
0
5
4
 

　
　
有
線  

2
―
4
4
9
1

さー！　環境家計簿をつけて 
二酸化炭素の排出を 
抑えよう！！ 

さー！　環境家計簿をつけて 
二酸化炭素の排出を 
抑えよう！！ 

さー！　環境家計簿をつけて 
二酸化炭素の排出を 
抑えよう！！ 

さー！　環境家計簿をつけて 
二酸化炭素の排出を 
抑えよう！！ 

この環境家計簿で使用している二酸化炭素排出量数値 

電　　気：1kWh［キロワットアワー］につき0.36kg 
都市ガス：1m3［立方メートル］につき2.1kg 
L Pガス：1kg［キログラム］につき3.0kg 
水　　道：1m3［立方メートル］につき0.58kg 
灯　　油：1�［リットル］につき2.5kg 
ガソリン：1�［リットル］につき2.3kg 
軽　　油：1�［リットル］につき2.6kg 
もえるごみ：1kg［キログラム］につき0.84kg 

これらの係数を参考にして環境家計簿に記帳しま 
しょう。 

あなたのご家庭ではどのような種類のエネルギーを 

どれだけ使用していますか？ 

どれくらいの二酸化炭素を排出しているか 

チェックしてみましょう。 

環境家計簿のモニターを募集しています 
町ではこの環境家計簿を各ご家庭でつけてくださ
る方を募集しています。 
■募集人数：30世帯 
■対 象 者：地球温暖化防止について関心がある

人で、毎月必ず環境家計簿を記帳し、
定期的に報告してくださる方。 

■期　　間：3月から一年間 
■応募方法：電話または有線でお申し込みください。 
詳しくは、生活課生活係までご連絡ください。 

よーく
かんがえよ

ー

地球が大事だよー♪

300×2.5＝750kg 
これが灯油が出した 
ガスです。 

その月の請求明細から 
転写してください。 

これがあなたが排出した 
二酸化炭素の量です。 
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2
月
16
日
か
ら
所
得
の
申
告
相
談
が
始

ま
り
ま
す
。
平
成
15
年
中
に
得
た
所
得
に

つ
い
て
、
3
月
15
日
ま
で
に
申
告
を
し
ま

し
ょ
う
。 

　
日
程
は
表
の
と
お
り
で
す
。
ご
都
合
の

う
え
、
な
る
べ
く
役
場
で
の
申
告
を
お
願

い
し
ま
す
。 

　
申
告
さ
れ
た
所
得
は
、
町
県
民
税
や
国

民
健
康
保
険
税
の
賦
課
に
使
わ
れ
る
だ
け

で
な
く
、
福
祉
年
金
や
児
童
手
当
な
ど
の

給
付
金
の
支
給
判
定
に
使
わ
れ
た
り
、
所

得
証
明
の
発
行
な
ど
に
も
使
わ
れ
ま
す
。 

　
申
告
を
し
な
い
と
、
こ
れ
ら
の
給
付
が

一
時
停
止
さ
れ
た
り
、
証
明
書
が
発
行
さ

れ
な
い
と
い
っ
た
支
障
が
で
ま
す
。
期
間

内
に
必
ず
申
告
を
済
ま
せ
ま
し
ょ
う
。 

§ お願い § 
1．旧丸子地区の方は役場で申告してください。申告期間中、
特に日を定めませんが、ご都合のうえ、なるべく早く
申告を済ませてください（ただし、2月23日～3月3日
までは除く）。 

2．事業所得・譲渡所得などで税務署から所得税の申告書
類が送付されている方は、それに従って申告してくだ
さい。 

3．土地建物等を売却し所得のある方で、税務署から申告
日を指定されていない方のうち町の税務課で相談され
る方は、役場の申告会場へお出かけください。 

確定申告 
はお早めに！ 
申告期間  2/16～3/15
【問】役場　税務課　町民税係 
　　  TEL  42-1030 
　　  有線  2-4522

必要書類は記入してから 

町県民税の申告書は配布しませんが、あらかじめ配布
する収支内訳書などは記入してからお出かけください。 

申告をしなくてもよい人 

○税務署へ所得税の確定申告書を提出した人 
○給与だけの人で、勤務先で年末調整が済んでいる人 
○「農業所得金額のお知らせ」が届いた人で、その金
額が20万円以下の人 
○他の人の扶養親族等になっている人で、所得がなかっ
た人 

　以上の要件に当てはまらない人で、平成16年1月1日
現在、丸子町に住所がある人は申告の必要があります。 

申告に必要なもの 

■国民年金保険料領収書または支払証明書 
■所得金額の計算と申告に必要な帳簿、書類 
■生命・損害保険保険料領収書または支払証明書 
■医療費などの領収書または証明書 
■給与所得や公的年金などの源泉徴収票 
■印鑑 
■配布されている「平成15年分所得の申告について（世
帯名簿）」 

ちょっと耳 
寄 
り 

16日 
17日 
18日 
19日 
20日 
21日 
22日 
23日 
24日 
25日 
26日 
27日 
28日 
29日 
1日 
2日 
3日 
4日 
5日 
6日 
7日 
8日 
9日 
10日 
11日 
12日 
13日 
14日 
15日 

日　付 申告会場 対象地区 

2
月 

3
月 

（月） 
（火） 
（水） 
（木） 
（金） 
（土） 
（日） 
（月） 
（火） 
（水） 
（木） 
（金） 
（土） 
（日） 
（月） 
（火） 
（水） 
（木） 
（金） 
（土） 
（日） 
（月） 
（火） 
（水） 
（木） 
（金） 
（土） 
（日） 
（月） 

 
 
丸子町役場 
 
 
 
 
榎実の家 
西内基幹集落センター 

熊の森センター 
 
町民センター 
 
 
町民センター 
塩川コミュニティセンター 
南方公民館 

丸子町役場 
 
 
 
 
 
丸子町役場 
 
 
 
 
丸子町役場 

 
 
全地区 
 
 
 
 
東　内 
西　内 

依　田 
 
長　瀬 
 
 
長　瀬 

塩　川 
 

全地区
 

 
 
 
 
 
全地区  
 
 
 
 
全地区 

　国保や国民年金に加入している皆さんは、確定申告の際、
平成15年中に納めた金額が社会保険料控除として、全額所
得から差し引かれます。 

　民間の生命保険や個人年金の場合は全額ではなく、限度額が
それぞれ5万円ずつで、最高10万円までの控除となっています。 
　このように、国民健康保険料や国民年金保険料は民間の生命
保険・個人年金と比較して、税控除の面からとても有利になっ
ています。 
　あなたが15年中に納めた過去の未納国保税や年金、家族の
ために納めた国保税なども含まれますので、確定申告の際はお
忘れなくお届けください。 

※2月23日～3月3日までは、役場での申告受付はできません。 
　ご理解ご協力をお願いします。 

平成15年分　  所得申告相談日程表 
［受付時間］　各会場とも　午前：9時～11時　午後：1時～4時 
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■
障
害
者
福
祉（
支
援
費
制
度
）・
福
祉
医
療
・
児

童
手
当
・
母
子
父
子
な
ど
に
関
す
る
ご
相
談
は 

福
祉
係（
2
階 

福
祉
セ
ン
タ
ー
） 

電
　
話  

42
―
1
1
1
8
　
有
線  

2
―
4
4
7
4
 

F
A
X  

42
―
1
1
2
1 

□
介
護
保
険
・
高
齢
者
福
祉
に
関
す
る
ご
相
談
は 

介
護
係
・
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー（
2
階 

福
祉
セ
ン
タ
ー
） 

電
　
話  

42
―
0
0
1
5 

有
　
線  

2
―
7
6
5
2  

ま
た
は  

2
―
4
5
8
3 

F
A
X  

42
―
1
1
2
1 

□
健
康
・
子
育
て
に
関
す
る
ご
相
談
は 

健
康
係（
1
階 

保
健
セ
ン
タ
ー
） 

電
　
話  

42
―
1
1
1
7 

有
　
線  

2
―
4
5
4
4  

ま
た
は  

2
―
4
4
8
3 

F
A
X  

42
―
1
1
2
0 

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス  hohuku@

m
aruko-tow

n.ne.jp

保
健
福
祉
課
（
丸
子
ふ
れ
あ
い
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
内
） 

広報まるこ  2004/2
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広報まるこ  2004/2

「みやま荘」って 
どんなところ？ 

グループホームをのぞいてみよう 

ほほえみ　記 
2

≪前回のつづき≫ 

　丸山チアエさんと夫の経男さんは、丸子町の手話サー

クルの活動を20年以上も手伝っています。経男さんは、

「昔の“てのひらの会”というサークルの時代から、

パソコンではなく自分たちで手作りのテキストを作っ

てきました。その頃がなつかしい」といいます。 

　チアエさんは、去年から手話通訳のできる人を増や

そうと始まった“手話奉仕員養成講座”の講師もしな

がら、丸子町に手話を広める活動に参加しています。

また、平成13年度に長野県から鹿教湯が指定を受け

た“バリアフリーモデル地区整備事業”（県内2ヵ所

のみ）の推進委員をはじめ、全国的な聴覚障害者組織

の役員や後輩の相談役、文章作成の手助けなどをして

います。 

　チアエさんが今一番楽しいことは手話ダンスです。

「歌はわからないのでくだらないと思っていたけれど、

手話ダンスは歌詞を手話で読みます。体でリズムをと

りながら、みんなで練習するのが楽しい。手話を知ら

なかった人の参加もどんどん増えてきています」。 

　チアエさんは、「もっと手話に興味を持ってくれる

人が増えて、町の中にも電光掲示板が増えてくれれば

いい。福祉行政や消防署と懇談会を開いた結果、災害

時にFAXで通報を知らせてくれるようにもなっている。

これからも積極的に明るく活動したい」といいます。 

長瀬　丸山 チアエさん 

みんなで話 
そ 
う 

地域で輪 
を 
つ 
く 
ろ 
う 

人の和 
を 
つ 
く 
ろ 
う 

健康と 
福祉の 
ページ 

� 

　
こ
れ
ま
で
障
害
の
あ
る
方
が
福
祉
サ
ー
ビ

ス
を
利
用
し
よ
う
と
す
る
と
き
、
サ
ー
ビ
ス

の
内
容
や
回
数
が
は
じ
め
か
ら
決
め
ら
れ
て

い
ま
し
た
が
、
平
成
15
年
４
月
か
ら
、
利
用

者
自
ら
が
サ
ー
ビ
ス
内
容
を
選
択
し
、
役
場

に
申
し
込
ま
ず
に
事
業
者
と
契
約
し
て
サ
ー

ビ
ス
を
利
用
す
る
と
い
う
「
支
援
費
制
度
」

が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す

る
と
き
、
費
用
の
一
部
を
利
用
者
が
負
担
し
、

残
り
は
支
援
費
と
し
て
市
町
村
が
支
払
い
ま

す
。 

　
こ
の
制
度
は
、
障
害
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を

希
望
す
る
身
体
障
害
、
知
的
障
害
が
あ
る
方

ま
た
は
障
害
児
が
利
用
で
き
ま
す
が
、
審
査

に
よ
り
支
給
量
や
障
害
区
分
が
決
ま
り
ま
す
。

ま
た
利
用
す
る
サ
ー
ビ
ス
が
、
在
宅
か
施
設

か
に
よ
っ
て
申
請
が
異
な
り
ま
す
。 

　
今
回
は
、
在
宅
サ
ー
ビ
ス
の
ひ
と
つ
で
あ

る
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
「
知
的
障
害
者
地
域
生

活
援
助
」
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。 

　
腰
越
深
山
地
区
の
県
営
住
宅
内
に
あ
る

知
的
障
害
者
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
「
み
や
ま
荘
」

は
、
長
門
町
の
知
的
障
害
者
施
設
「
山
の
子

学
園
共
同
村
」
が
平
成
11
年
に
運
営
を
開
始

し
ま
し
た
。
現
在
は
4
名
の
女
性
が
生
活
し

て
い
ま
す
。
年
代
も
様
々
で
、
4
名
と
も
入

所
型
施
設
か
ら
転
居
し
て
き
ま
し
た
。 

  今
の
生
活
に
不
安
や
不
満
は
な
い 

  　
曽
根
原
み
よ
子
さ
ん
は
、
自
分
で
で
き

る
こ
と
は
や
り
た
い
、
や
り
た
い
こ
と
を

自
由
に
や
り
た
い
と
思
い
、
「
み
や
ま
荘
」

か
ら
生
田
に
あ
る
障
害
者
等
共
同
作
業
所
「
と

ん
ぼ
ハ
ウ
ス
」
に
通
っ
て
い
ま
す
。
土
曜

日
は
ピ
ア
ノ
教
室
に
行
き
、
ピ
ア
ノ
や
オ

カ
リ
ナ
の
演
奏
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。 

　
竹
内
秀
子
さ
ん
は
、
施
設
で
の
生
活
は

自
分
の
空
間
や
時
間
が
な
く
、
つ
ら
い
こ

と
も
あ
っ
た
と
振
返
り
、
今
の
生
活
は
長

野
ま
で
買
物
に
出
か
け
た
り
、
山
へ
山
菜

採
り
に
行
っ
た
り
と
四
季
折
々
の
楽
し
み

を
満
喫
し
て
い
る
と
い
い
ま
す
。 

  自
分
で
生
活
の
ス
タ
イ
ル
を 

　
　
　
　
　
選
択
す
る
楽
し
い
毎
日 

  　
渡
辺
佳
子
さ
ん
は
、
朝
早
く
か
ら
契
約

し
て
い
る
家
庭
の
清
掃
の
仕
事
を
し
、
帰

宅
後
、
テ
レ
ビ
で
大
好
き
な
ワ
イ
ド
シ
ョ
ー

を
見
て
泣
い
た
り
笑
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。

ま
た
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
、

ヘ
ル
パ
ー
さ
ん
と
編
物
や
お
菓
子
づ
く
り

を
し
ま
す
。
午
後
は
ゆ
っ
く
り
と
仲
間
の

帰
り
を
待
ち
ま
す
。 

　
小
須
田
さ
か
江
さ
ん
は
、
竹
内
さ
ん
の

影
響
で
飼
い
始
め
た
と
い
う
ハ
ム
ス
タ
ー

と
の
生
活
で
、
つ
い
つ
い
過
保
護
に
な
っ

て
し
ま
う
と
い
い
ま
す
。 

　
自
立
し
て
暮
ら
し
た
い
、
仲
間
と
暮
ら

す
の
が
好
き
、
一
人
暮
ら
し
は
心
配
。
そ

ん
な
人
の
た
め
に
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
は
あ

り
ま
す
。
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
に
は
必
ず
近

所
に
「
世
話
人
」
さ
ん
が
居
て
く
れ
ま
す
。 

 

障
害
の
あ
る
方
と 

　
　
　
　
地
域
と
が
交
流
す
る
場
に 

  　
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
に
は
、
障
害
が
あ
る

方
の
生
活
の
場
で
あ
る
以
外
に
、「
地
域
と

交
流
す
る
場
」
と
い
う
役
割
も
あ
り
ま
す
。 

　
以
前
「
み
や
ま
荘
」
に
訪
問
販
売
員
が
来

て
、
商
品
の
話
し
を
聞
け
と
部
屋
ま
で
上
が
り

こ
ん
で
き
た
こ
と
が
あ
る
と
い
い
ま
す
。
隙
を

見
て
世
話
人
の
方
に
電
話
を
し
、
至
急
来
て

も
ら
い
ま
し
た
。
も
し
、
世
話
人
さ
ん
が
い
な

か
っ
た
ら
…
と
思
う
と
と
て
も
怖
い
と
い
い
ま
す
。 

　
こ
の
よ
う
な
緊
急
な
対
応
が
必
要
な
場
合

に
、
地
域
全
体
で
日
常
的
に
支
援
が
で
き
る

よ
う
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
が
必
要
で
す
。 

　
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
増
加
は
、
障
害
の
あ

る
方
が
い
き
い
き
と
生
活
で
き
る
社
会
に
向

け
て
、
地
域
で
支
え
る
体
制
づ
く
り
の
役
割

を
担
い
ま
す
。 

　
地
域
の
中
に
あ
る
住
宅
（
一
戸
建
、
ア
パ
ー

ト
、
公
営
住
宅
等
）
に
お
い
て
、
4
名
以
上
の

知
的
障
害
の
あ
る
方
が
共
同
で
生
活
を
し
、
「
世

話
人
」
さ
ん
が
食
事
や
金
銭
管
理
と
い
っ
た
日

常
生
活
に
お
け
る
必
要
な
援
助
等
を
行
い
ま
す
。 

  ○
入
居
対
象
者 

　
知
的
障
害
者
（
満
15
歳
以
上
） 

○
手
続
き
に
必
要
な
も
の 

療
育
手
帳
、
印
鑑
、
「
居
宅
生
活
支
援
費
支

給
申
請
書
（
保
健
福
祉
課
に
あ
り
ま
す
）
」 

○
手
続
き
の
流
れ
　 

保
健
福
祉
課
福
祉
係
で
申
請
を
行
い
、
審
査

後
「
居
宅
受
給
者
証
」
を
受
け
取
る 

※
支
援
費
制
度
の
ど
の
居
宅
サ
ー
ビ
ス
を
利

用
す
る
と
き
に
も
、
こ
の
手
続
き
が
必
要
で
す 

   

　
　
　
　
　
　
　
← 

受
給
者
証
を
提
示
し
、
利
用
し
た
い
事
業
所

と
本
人
と
で
直
接
契
約
を
行
う 

   

　
　
　
　
　
　
　
← 

サ
ー
ビ
ス
利
用
（
利
用
料
の
一
部
負
担
あ
り
） 

○
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
種
類 

　
知
的
障
害
者
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム 

　
精
神
障
害
者
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム 

　
重
症
心
身
障
害
者
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム 

  　
ま
た
、
介
護
保
険
制
度
の
痴
ほ
う
対
応
型
共

同
生
活
介
護
（
こ
ち
ら
も
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
と

よ
ん
で
い
ま
す
）
の
利
用
に
つ
い
て
は
、
介
護

保
険
の
要
支
援
ま
た
は
要
介
護
１
〜
５
の
認
定

が
必
要
で
す
。
痴
ほ
う
症
状
の
あ
る
方
々
が
9

名
ほ
ど
で
家
庭
的
な
環
境
の
も
と
共
同
生
活
を

送
り
ま
す
。 

　
介
護
保
険
制
度
の
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
利
用
に

つ
い
て
は
、
介
護
係
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。 知

的
障
害
者
地
域
生
活
援
助 

　  

（
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
）
事
業
の
内
容 

「みやま荘」のみなさん（左から竹内さん、世話人の石井さん、小須田さん、曽根原さん、渡辺さん） 

ヘルパーさんと編物を楽しむ渡辺さん 
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同
一
請
求
に
よ
る
 

合
併
協
議
会
設
置
請
求
書
の
内
容
を
公
表
し
ま
す
 

　
こ
の
ほ
ど
丸
子
町
長
に
対
し
て
、
有
権
者

の
50
分
の
１
以
上
（
4,
3
1
8
人
）
の
署
名

を
も
っ
て
、
丸
子
町
、
長
門
町
、
武
石
村
、

和
田
村
で
の
法
定
合
併
協
議
会
の
設
置
を
求

め
る
請
求
（
同
一
請
求
）
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。 

　
ま
た
こ
れ
と
前
後
し
て
、
関
係
町
村
に
お

い
て
も
各
住
民
に
よ
り
同
様
の
手
続
き
が
行

わ
れ
ま
し
た
。 

■
同
一
請
求
関
係
町
村
の
名
称 

　
小
県
郡
丸
子
町
　
小
県
郡
長
門
町 

　
小
県
郡
武
石
村
　
小
県
郡
和
田
村 

 

■
請
求
の
内
容
（
原
文
） 

　
我
が
地
域
は
、
昔
か
ら
依
田
窪
地
域
と
し

て
長
い
歴
史
と
文
化
と
依
田
川
水
系
と
地
形

に
よ
り
、
先
人
達
の
努
力
に
よ
り
地
域
を
構

築
し
て
き
ま
し
た
。 

　
今
、
こ
の
地
域
が
分
断
さ
れ
、
上
田
市
と

の
合
併
に
向
け
て
推
進
さ
れ
て
お
り
ま
す
。 

　
依
田
窪
の
四
町
村
は
、
生
活
圏
の
一
体
性

を
構
築
し
、
未
来
の
子
孫
に
夢
と
希
望
を
持

て
る
、
地
域
づ
く
り
を
目
指
す
た
め
、
合
併

協
議
会
の
設
置
を
請
求
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。 

  

■
同
一
請
求
代
表
者 

　
小
県
郡
丸
子
町
大
字
長
瀬 

　
　
　
　
　
　
　
　
会
社
役
員
　
滝
澤 

幸
雄 

 

■
前
回
と
の
違
い 

　
前
回
は
丸
子
町
長
に
対
し
て
直
接
請
求
が

な
さ
れ
、
丸
子
町
長
が
三
町
村
長
に
対
し
て

議
会
に
提
案
す
る
か
ど
う
か
意
向
を
聞
き
、

武
石
村
長
の
「
議
会
に
付
議
し
な
い
」
と
の

判
断
に
よ
り
手
続
き
が
終
了
し
ま
し
た
。 

　
今
回
は
、
四
町
村
長
に
そ
れ
ぞ
れ
の
住
民

か
ら
請
求
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
今
度
は
各
町

村
長
の
意
向
に
関
係
な
く
、
長
は
議
会
に
「
四

町
村
の
法
定
合
併
協
議
会
の
設
置
」
を
提
案

し
、
議
会
の
判
断
を
仰
が
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。 

    

■
今
後
の
手
続
き
は 

　
平
成
16
年
1
月
20
日
付
で
、

長
野
県
知
事
か
ら
「
合
併
協

議
会
設
置
請
求
が
あ
っ
た
旨
、

す
べ
て
の
同
一
請
求
関
係
町

村
長
か
ら
報
告
を
受
け
た
」

と
の
通
知
が
あ
り
ま
し
た
。

四
町
村
長
は
通
知
を
受
け
た

日
か
ら
60
日
以
内
（
丸
子
町

で
は
3
月
20
日
ま
で
）
に
、

各
議
会
へ
「
四
町
村
の
法
定

合
併
協
議
会
の
設
置
」
を
提

案
し
、
議
会
の
判
断
を
待
つ

こ
と
と
な
り
ま
す
。 

　
四
町
村
す
べ
て
の
議
会
で

可
決
し
た
場
合
は
法
定
合
併

協
議
会
が
設
置
さ
れ
ま
す
が
、

議
会
が
否
決
し
た
場
合
、
そ

の
町
村
で
は
「
法
定
合
併
協

議
会
の
設
置
を
問
う
住
民
投

票
の
実
施
」
を
請
求
で
き
ま

す
。
そ
れ
は
�
町
村
長
に
よ

る
住
民
投
票
の
請
求
、
ま
た

は
�
住
民
に
よ
る
住
民
投
票
の
請
求
の
ど
ち

ら
か
に
よ
り
ま
す
が
、
�
の
場
合
は
、
有
権

者
の
6
分
の
1
以
上
の
署
名
が
必
要
で
す
。 

　
住
民
投
票
の
結
果
、
有
効
投
票
総
数
の
過

半
数
の
賛
成
が
あ
れ
ば
議
決
と
み
な
さ
れ
、

法
定
合
併
協
議
会
が
設
置
さ
れ
ま
す
。
議
会

が
否
決
し
た
町
村
が
複
数
あ
っ
た
場
合
に
は
、

そ
の
す
べ
て
に
お
い
て
同
様
の
手
続
き
が
必

要
で
、
成
立
し
な
い
町
村
が
一
つ
で
も
あ
れ

ば
法
定
合
併
協
議
会
は
設
置
さ
れ
ま
せ
ん
。 

（仮称）私はこう考える！　市町村合併討論会 

■日　時：平成16年2月3日（火）　午後7時～ 

■会　場：丸子町文化会館　小ホール 

■目　的：市町村合併に関する様々な意見（４市町村･依田窪４町村･合併しない）

を聞き、意見交換することにより、町民の皆さまに市町村合併の枠組

みや是非の判断材料を提供する機会とします。 

■主催（予定）：丸子町区長会　丸子町議会　丸子町　（他の団体にも依頼中） 

－本音で話そう－　合併と自立を考えるリレーシンポジウム 

■日　時：平成16年2月14日（土）　午後1時30分～ 

■会　場：丸子町文化会館　小ホール 

■内　容：4市町村の首長と、合併に賛成、反対、別の枠組みの人が語り合います。 

【問】上田市･丸子町･真田町･武石村任意合併協議会事務局（電話34-7677） 

市町村合併討論会の 
開催 
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【
問
】
電
話 

42
―

3
2
4
7
　
有
線 

2
―

4
5
1
0

市
町
村  

合
併
対
策
室
だ
よ
り 
市
町
村  

合
併
対
策
室
だ
よ
り 
市
町
村  

合
併
対
策
室
だ
よ
り 



■
長
野
県
消
防
協
会
功
績
章  

１
名 

第
三
分
団
長 

大
野
　
英
雄 

  

■
長
野
県
消
防
協
会
功
労
章  

５
名 

ラ
ッ
パ
長 

今
井
　
敏
広 

第
二
分
団
長 

小
平
　
　
毅 

第
一
副
分
団
長 

我
山
　
克
己 

第
二
副
分
団
長 

小
林
誠
一
郎 

第
六
副
分
団
長 

堀
内
　
尚
彦 

  

■
長
野
県
消
防
協
会
努
力
章  

５
名 

第
三
副
分
団
長 

丸
山
　
和
夫 

第
四
副
分
団
長 

政
塚
　
　
薫 

副
ラ
ッ
パ
長 

岩
木
　
孝
男 

副
本
部
長 

小
山
　
厚
志 

第
十
部
部
長 

中
沢
　
国
男 

 

■
長
野
県
消
防
協
会
精
績
章  

7
名 

第
五
分
団
長 

山
岸
　
誠
司 

第
五
副
分
団
長 

村
松
　
裕
允 

第
五
部
部
長 

銭
沢
　
　
真 

第
九
部
部
長 

長
張
　
寿
彦 

第
三
部
部
長 

桜
井
　
敬
一 

第
二
部
部
長 
池
内
　
英
徳 

第
十
四
部
班
長 
長
岡
　
正
行 

 

■
長
野
県
消
防
協
会
技
術
章  
5
名 

第
十
部
班
長 

藤
極
　
正
志 

第
九
部
班
長 

山
浦
　
直
人 

第
十
八
部
団
員 

小
相
澤
　
稔 

第
九
部
団
員 

中
越
　
　
強 

第
十
八
部
団
員 

西
嶋
　
裕
樹 

 

■
長
野
県
消
防
協
会
精
勤
章  

28
名 

第
一
副
分
団
長 

我
山
　
克
己 

第
一
部
班
長 

齋
藤
　
賢
彦 

第
二
部
班
長 

永
井
　
　
務 

第
四
部
部
長 

清
水
　
達
弘 

第
七
部
部
長 

山
本
　
幸
一 

第
八
部
部
長 

深
井
　
正
弘 

第
八
部
班
長 

翠
川
　
　
博 

第
八
部
班
長 

桜
井
　
　
強 

第
九
部
班
長 

浅
倉
　
治
義 

第
十
部
班
長 

市
崎
　
雅
弘 

第
十
一
部
班
長 

柳
沢
　
一
幸 

第
十
一
部
班
長 

窪
田
　
　
正 

第
十
二
部
班
長 

依
田
　
英
明 

第
十
三
部
班
長 

土
井
　
郁
也 

第
十
四
部
部
長 

大
井
　
博
志 

第
十
四
部
班
長 

長
沢
　
信
一 

第
十
五
部
班
長 

城
山
　
和
也 

第
十
六
部
班
長 

宮
下
　
義
徳 

第
十
七
部
班
長 

丸
山
　
勝
昭 

第
十
八
部
団
員 

西
嶋
　
裕
樹 

第
十
八
部
団
員 

池
内
　
　
勉 

第
十
九
部
班
長 

山
岸
　
大
作 

第
二
十
部
部
長 

小
松
　
弘
俊 

第
二
十
一
部
部
長 

東
條
　
健
也 

第
二
十
一
部
班
長 

関
　
　
健
治 

第
二
十
四
部
団
員 

北
澤
　
貞
徳 

第
二
十
四
部
団
員 

笹
沢
　
克
之 

本
部
班
長 

下
島
　
隆
志 

  

■
上
小
消
防
協
会
功
績
章  

７
名 

第
一
部
部
長 

齋
藤
　
洋
一 

第
一
分
団
長 

竹
花
　
文
博 

第
四
分
団
長 

春
原
　
武
彦 

第
十
五
部
部
長 

一
本
槍
淳
吉 

第
十
六
部
部
長 

滝
澤
　
康
幸 

第
二
十
二
部
部
長 

永
井
　
　
隆 

第
二
十
三
部
部
長 
上
野
　
和
憲 

  

■
上
小
消
防
協
会
功
労
章  
23
名 

第
三
部
班
長 

滝
澤
　
　
進 

第
三
部
班
長 

竹
花
　
美
幸 

第
四
部
班
長 

小
平
　
康
弘 

第
五
部
班
長 

竹
花
　
純
一 

第
五
部
班
長 

中
村
　
隆
典 

第
六
部
班
長 

木
内
　
健
一 

第
九
部
班
長 

下
村
　
邦
好 

第
十
部
班
長 

小
林
　
勝
弘 

第
十
一
部
班
長 

清
水
　
一
昭 

第
十
二
部
班
長 

山
本
　
雅
一 

第
十
二
部
団
員 

戸
堀
　
　
悟 

第
十
三
部
部
長 

加
藤
　
真
純 

第
十
四
部
班
長 

石
合
　
忠
教 

第
十
五
部
班
長 

内
堀
　
勝
彦 

第
十
六
部
団
員 

上
野
　
建
樹 

第
十
七
部
班
長 

山
岸
　
嘉
幸 

第
十
八
部
団
員 

春
原
　
幸
広 

第
十
九
部
班
長 

広
田
　
明
雄 

第
二
十
部
班
長 

堀
内
　
優
市 

第
二
十
四
部
団
員 

寺
西
　
　
聡 

第
二
十
五
部
部
長 

高
木
　
義
隆 

第
二
十
五
部
班
長 

高
木
　
健
一 

音
楽
隊
団
員 

橋
詰
　
　
覚 

  

■
丸
子
町
消
防
団
功
労
章  

49
名 

第
一
分
団
長 

竹
花
　
文
博 

第
四
副
分
団
長 

政
塚
　
　
薫 

第
一
部
班
長 

齋
藤
　
祐
一 

第
一
部
団
員 

齋
藤
　
　
明 

第
一
部
団
員 

齋
藤
　
義
弘 

第
一
部
団
員 

生
田
　
淳
一 

第
二
部
団
員 

齋
藤
　
貴
文 

第
三
部
団
員 

齋
藤
　
邦
彦 

第
四
部
団
員 

竹
花
　
公
義 

第
五
部
部
長 

銭
澤
　
　
真 

第
六
部
団
員 

小
平
　
正
徳 

第
七
部
団
員 

清
水
　
照
義 

第
八
部
団
員 

箱
山
　
淳
一 

第
八
部
団
員 

深
井
　
政
慶 

第
八
部
団
員 

大
野
一
太
郎 

第
十
部
団
員 

山
崎
　
　
徹 

第
十
部
団
員 

笹
沢
　
律
子 

第
十
一
部
班
長 

清
水
　
一
昭 

第
十
一
部
団
員 

宮
坂
　
裕
志 

第
十
一
部
団
員 

小
池
　
慶
博 

第
十
一
部
団
員 

滝
沢
　
一
博 

第
十
一
部
団
員 

櫻
井
　
徹
二 

第
十
二
部
班
長 

山
本
　
雅
一 

第
十
二
部
団
員 

依
田
　
博
之 

第
十
三
部
班
長 

西
村
　
博
之 

第
十
三
部
班
長 

田
村
　
忠
久 

第
十
三
部
団
員 

小
山
　
謙
一 

第
十
三
部
団
員 

山
崎
　
邦
秀 

第
十
四
部
団
員 

吉
池
　
利
保 

第
十
四
部
団
員 

上
野
　
達
也 

第
十
五
部
団
員 

並
木
　
修
一 

第
十
五
部
団
員 

内
堀
　
祐
一 

第
十
六
部
団
員 

水
科
　
芳
信 

第
十
七
部
団
員 

丸
山
　
　
修 

第
十
八
部
団
員 

春
原
　
幸
広 

第
十
八
部
団
員 

西
嶋
　
俊
弘 

第
十
九
部
団
員 

山
岸
　
幸
造 

第
二
十
部
団
員 

中
村
　
育
男 

第
二
十
一
部
団
員 

今
井
　
健
司 

第
二
十
一
部
団
員 

吉
池
　
義
雄 

第
二
十
二
部
団
員 

清
水
　
正
広 

第
二
十
二
部
団
員 

鈴
木
　
光
弘 

第
二
十
三
部
団
員 

土
屋
　
　
悟 

第
二
十
四
部
班
長 

柳
澤
　
　
剛 

第
二
十
四
部
団
員 

西
澤
　
信
幸 

第
二
十
四
部
団
員 

柳
沢
　
　
晃 

音
楽
隊
団
員 

上
野
美
奈
子 

音
楽
隊
団
員 

橋
詰
　
　
覚 

音
楽
隊
団
員 

佐
藤
　
寿
光 

消 防 功 労 表 彰 者  
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平
成
十
六
年
の
新
春
を
飾
る
丸

子
町
消
防
出
初
め
式
が
、
一
月
十

一
日
、
丸
子
町
文
化
会
館
セ
レ
ス

ホ
ー
ル
に
多
数
の
来
賓
を
迎
え
、

盛
大
か
つ
厳
粛
に
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
式
典
に
先
だ
ち
約
五
百
人
の
消

防
団
員
が
上
丸
子
商
店
街
を
分
列

行
進
。
消
防
団
旗
・
署
旗
を
先
頭

に
消
防
車
や
各
分
団
の
小
型
ポ
ン

プ
車
が
連
ね
、
そ
の
堂
々
と
し
た

行
進
に
街
頭
の
人
々
は
頼
も
し
そ

う
に
見
送
っ
て
い
ま
し
た
。 

　
式
で
は
、
上
原
消
防
団
長
の
式

辞
や
消
防
功
労
者
の
表
彰
、
消
防

活
動
へ
の
意
気
込
み
を
感
じ
さ
せ

る
団
員
の
力
強
い
代
表
挨
拶
が
行

わ
れ
、
団
員
た
ち
は
気
持
ち
を
新

た
に
し
て
い
ま
し
た
。 

威風堂々と 
　　丸子町消防出初め式 
威風堂々と 
　　丸子町消防出初め式 
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平成16年度各種検診の申し込み時期になります。 

守 りましょう！ 
わたしの健康 
　　　 家族の健康 

お問い合わせは　丸子町役場　保健福祉課　健康係（保健センター）　�42-1117　有線2-4483

明
る
く
正
し
い
選
挙
選
挙
の 

　
　
　
　
実
現
を

　
　
　
　
実
現
を
目
指
目
指
し
て 

明
る
く
正
し
い
選
挙
選
挙
の 

　
　
　
　
実
現
を

　
　
　
　
実
現
を
目
指
目
指
し
て 

明
る
く
正
し
い
選
挙
の 

　
　
　
　
実
現
を
目
指
し
て 

平成15年度 

明るい選挙啓発 
ポスター・標語の 

審査結果 

最
優
秀
賞
　
「
ず
く
出
し
て
選
挙
に
行
こ
う
大
事
な
一
票
」 

  

生
田
　
吉
池
　
郁
子 

さ
ん 

 

優 

秀 

賞
　
「
一
票
が
明
る
い
暮
し
の
道
し
る
べ
」 

   

長
瀬
　
青
木
　
正
信 

さ
ん 

 

優 

秀 

賞
　
「
隅
々
を
照
ら
す
明
る
い
こ
の
一
票
」 

  
 

長
瀬
　
丸
山
け
さ
え 

さ
ん 

  優 

良 

賞
　
「
汚
す
ま
い
・
棄
て
る
ま
い
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標語の部 ポスターの部 

最優秀賞 
丸子中央小学校６年 

安達　直美 さん 

優 秀 賞 
西内小学校５年 

滝沢　芳加 さん 

　平成16年度の各種検診の申し込みが始まります。申込書は2月5日以降
に保健補導員が各家庭に封書で配布し、後日回収に伺います。 
≪回収締切日：2月19日≫ 
今回申し込みを取る検診 
■一般健康診査（集団・個別）　　おおむね40歳以上の方を対象 
　個人負担金　　集団　2,300円（便潜血反応検査含） 
　　　　　　　　個別　2,000円（変更の場合があります） 
■胃検診　おおむね35歳以上の方を対象 
　個人負担金 900円 
■子宮がん検診（集団・個別）　　おおむね30歳以上の女性を対象 
　個人負担金　　集団　500円　　個別　1,000円 
■肺がん検診　　おおむね40歳以上の方を対象 
　個人負担金　レントゲン　300円　　たんの検査　1,500円（必要者） 
■乳房検診（集団）　おおむね30歳以上の女性を対象 
　個人負担金   500円 

検診の申し込みを受け付けます 

町ではこのほかにもさまざまな検診を実施しています。 
�便潜血反応検査（単独） 
　おおむね40歳以上の方 個人負担金　   500円 
�結核レントゲン検診 
　16歳及び19歳以上の方 無料 
�マンモグラフィ検診（乳房のレントゲン撮影） 
　50～74歳の女性 個人負担金　2,000円 
�歯周疾患検診 
　40歳、50歳になる方 個人負担金　   500円 
�肝炎ウイルス検診　 
　条件にあてはまる方 個人負担金　1,000円 
これらの申し込みについては後日お知らせいたします。 

このほかにもさまざまな検診が 

心臓・血管・リンパ管の病気の発症率 
（平成15年5月の国保受診者状況から） 
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丸子町での死亡原因の割合 
（平成13年の一年間で） 

平成13年に 
亡くなった方 

がん 
25％ 
62人 

脳卒中 
22％ 
54人 心臓病 

14％ 
35人 

その他 
31％ 
77人 

肺炎 
8％ 
20人 

248人 

　あなたは今、健康ですか？ 
　生活習慣病は、気づかぬうちにじわじわと進行している場合が多く、
実際に40歳頃から病気の発症率が高くなってきます（左棒グラフ）。丸子
町で亡くなった方の原因をみると（左下円グラフ）、平成13年の一年間に
亡くなった人の6割が癌（25%）、脳卒中（22%）、心臓病（14%）となって
います。 
　これらの病気は生活習慣が大きく関係するといわれています。早めに
発見して、日常生活の改善や適切な治療を受けることで防げるものです。
生活習慣病は初期にはほとんど自覚症状がありません。症状のない方こそ、
年に一度は検診を受け、自分の健康について考える機会にしてみませんか。 

がん 

家族ぐるみで 
健康を意識 

検診 
生活習慣を 
見直す 
チャンス 自覚症状のない 

体の弱い部分を知る 

　丸子町議会12月定例会において、新た
な選挙管理委員が選挙され、12月22日に
開催された選挙管理委員会で、選挙管理
委員長及び同職務代理者が決定しました。 
  
選挙管理委員長　　　　　  臼田　賢一 

選挙管理委員長職務代理者　池内　久子 

選挙管理委員　　　　　　  竹倉　正雄 

　　　〃　　　　　　　     堀内ミづほ 

新しい選挙管理委員が 
決まりました 

お 知 ら せ 
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師走の空に響く歌声　～第13回依田窪合唱祭～ 
　師走の恒例行事となった依田窪合唱祭が、昨年12月7
日に信州国際音楽村ホールこだまで開かれました。 
　歌うことの好きな仲間たちが一年に一度集って行われ
るこの手づくりの合唱祭も今回で13回目を数えます。今
年は昨年より一団体多い11グループが参加。小学校やＰ
ＴＡのコーラスグループを中心に約250人が日頃の練習
の成果を披露しました。 
　「世界に一つだけの花」や「上を向いて歩こう」など、
みなさんに馴染みの深いポップスを歌うグループも多く、
訪れた満員の聴衆も口ずさんだりしながら、会場に響く
美しい歌声に心温まるひとときを過ごしていました。 

齋藤宗喜さんが文部科学大臣表彰を受賞 
　町体育指導委員会々長の齋藤宗喜さんが、昨年11月27日
に文部科学大臣表彰を受け、12月25日、町長へ受賞のあい
さつに訪れました。 
　齋藤さんは、昭和54年に体育指導委員に就任。以来、約
25年間にわたり委員として活動し、ニュースポーツ「ふわ
っとテニス」や男女混合バスケットボールの考案に携わる
など、地域スポーツの普及と振興に力を尽くしてこられま
した。 
　今回の受賞にあたって「これでゴールというわけではない。
普段、体を動かしていない人たちが気軽にスポーツできる
ように、これからもがんばっていきたい」と話していました。 

環境にやさしい手作り公園　～ポケットパークが完成～ 
　上丸子にあるファーストビル横に、丸子実業高校建設工学科の生徒
たちが設計から施行までのすべてを手がけたミニ公園「ポケットパー
ク」が完成し、昨年12月18日に記念式典がありました。 
　このポケットパークは、若者の感性と創造力に期待して商店街が整
備を依頼したもので、生徒たちは幅広い年代の要望に応えられるよう
にとアンケートを実施したり、環境にやさしい材料を選定したりと工
夫。多くの地元企業による資材の提供や指導のもと、放課後や休日も
使い約二百時間を費やして完成させました。 
　生徒たちは「たくさんの人たちにお世話になってここまでできまし
た。多くの皆さんに利用して貰えたらうれしい」と話していました。 

一年の始まりを気持ちよくスタート　～第30回元旦マラソン大会～ 
　1月1日、町営総合体育館と丸子北小学校グラウンドを会場に恒例
の元旦マラソンが開催されました。 
　誰でも参加できる気軽さが人気のこの元旦マラソンは、毎年、新
春を気持ちよく迎えようとする子どもや親子連れの参加者が多く、
今年も両会場あわせて185名のランナーが参加。それぞれの会場周
辺を1.5kmと3kmのコースに分かれて、思い思いのペースで走りま
した。 
　この日は走り初めにふさわしい穏やかな天候で、新春のさわやか
な風を受け、気持ちよく汗を流す参加者たち。ゴール後は、みんな
笑顔で参加賞と完走賞を受け取っていました。 

昔を偲んでバラのオベリスク 
　このほど中丸子のベルパークに、バラの植栽用のオベ
リスク（ステンレス製の尖塔の名称）3基が完成し昨年
11月下旬に、つるバラ6本が植樹されました。 
　このオベリスクは鐘紡丸子工場ＯＢ会の皆様からの寄
贈により作られた物で、かつてこの地にあった工場の中
にもバラの花が咲いており親しまれていたことにちなみ、
赤・白・ピンクのつるバラの苗木を植えたものです。 
　また、オベリスクの形は工場にそびえていた煙突をイ
メージさせるものです。 
　数年後にはバラの花が咲きそろい、公園を訪れた方の
目を楽しませてくれることでしょう。 

憧れのプロ野球選手に緊張　～長瀬リトルジャガーズの野球教室～ 
　昨年12月6日、町営総合グラウンドにおいて現役プロ野球選手による野
球教室が開かれました。 
　この野球教室は長瀬リトルジャガーズの結成30周年を記念し、同チーム
が主催したもので、長瀬の西嶋雅人さんが大学時代に元横浜ベイスターズ
の中根選手と一緒にプレーしていたことから実現。この日は中根選手のほ
かに、同じく元横浜の有働投手とオリックスブルーウェーブで現在も活躍
している大島選手が訪れ、長瀬リトルジャガーズのほか、依田・塩川の少
年野球チームや丸子北中学校野球部など約90人の小中学生を指導しました。 
 いつもテレビで見ている選手に直接教えてもらい緊張したと話す子ども
たちですが、憧れのプロ野球選手の華麗なボール捌きやバッティングに目
を輝かせていました。 
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ひ
ょ
う 給水停止の手順 

滞　　納 

督促状送付 

催告書送付 

給水停止予告 

給水停止 
（給水停止通知） 

解　　除 
 ［全額納付］又は 

［一部納付＋誓約書］ 

特別な事情があり生
活困窮等の場合は、
福祉制度でみてもら
える場合もあるので、
関係機関に相談（小
県福祉事務所等） 

誓約書不履行の場合 
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短 信 1月 

予 定 2月 
乳幼児健康診査（健康係） 

�受付時間：午後1：00～1：15 
�場　所：保健センター 
�持ち物：母子健康手帳・赤ちゃん手帳の「おたずね」 

健　診 と　き 対　象　者 
4 カ 月 児  
1 0 カ 月児  
1才6カ月児 
2才児歯科 
3 才 児  

2月6日（金） 
2月27日（金） 
2月13日（金） 
2月10日（火） 
2月20日（金） 

平成15年9月10日～10月6日生 
平成15年4月生 
平成14年8月生 
平成14年1月生 
平成13年1月生 

実施日 時　間 場　所 
2月17日（火） 受付：午前10：00～10：30 保健センター 

子育てランドと育児相談（健康係） 
＊保健師・栄養士による育児相談コーナーと自由に遊べる部屋のコーナー 
�持ち物：相談の方は母子健康手帳をお持ちください 

  1日　元旦マラソン 
  5日　仕事始め 
  9日　新年祝賀式 
11日　消防出初め式 
12日　成人式 
24日　柔剣道教室閉校式 
25日　文化財防火デー防災訓練 

13日 マリコワインセミナー 
15日　丸子町消防音楽隊定期演奏会 
16日　所得税確定申告開始 

役場･･･････････････････� 42-3100 
　･･･････････････････FAX 43-3666 
教育委員会  学校教育課･･� 42-1044 
　　　　　  社会教育課･･� 42-3147 
　･･･････････････････FAX 42-3148 
 丸子町文化会館･････････� 42-0001 
 総合体育館･････････････� 43-2250 
　･･･････････････････FAX 43-0616 
 金子図書館･････････････� 42-2414 
　･･･････････････････FAX  42-2414 
 クリーンセンター･･･････� 43-2131 
 衛生センター･･･････････� 42-6789 
 給食センター･･･････････� 42-2892 
 解放センター･･･････････� 42-6694 
 町民センター･･･････････� 42-5122 
 郷土博物館･････････････� 42-2158

行政の 
　ページ 

町政の動きを町政の動きを 
　　　お知らせします。　　　お知らせします。 
町政の動きを 
　　　お知らせします。 

自動車の名義変更・廃車等の手続きはお済みですか？ 

～あなたのお車の自動車検査証をお確かめください～ 

　「廃車の手続きを頼んだのに…」「知人に車を譲ったのに…」、いまだに自動車の納税通
知がくる。こういった問い合わせが多く寄せられています。 
　普通車は、随時手続きにより自動車税は月割になります。また軽自動車は、３月末日までに
手続きをしない場合には、１年分の軽自動車税が課税されます（４月１日現在で所有している
方に課税になります）。 
　今年度の名義変更、廃車手続きの締切日は平成１６年３月２５日（木）ですのでお早めに手
続きをしてください。 
　ご不明の点は、下記へお問い合わせください。 
【問】小県郡丸子町大字上丸子224番地3　丸子警察署内 
　　長野県自家用自動車協会依田窪支部 
　　電話（直通）  0268-42-2758

あたたかい心 

○矢島　和子  様  介護用品 
○中丸子地域ふれあいの会  様 ６９,８６６円 
（中丸子区、中丸子ときわ会、中丸子大正琴の会、邦楽クラブ（夢）、ベルプラザ、三洋精
密（株）、さうんど川上、他第５回ふれあいチャリティコンサート後援・共催団体の方々、出演
団体や聴衆の皆さん） 

○（有）大和印刷  様 テレビデオ 
○加藤　好男  様  介護用品 
○丸子ゴルフ同好会  様 ６０,０００円 
○北信ヤクルト販売（株）  様 ２０,０００円 
○（故）沢山　はる  様　　　　　　　　　１,０００,０００円　　 
○長野県労働金庫丸子支店運営委員会  様 ６０,０００円 
○ダンスサークルＭＳＷ  様 ５０,０００円 
○三洋精密（株）  様　　　　　　　　　　　２００,０００円 
○丸子実業生徒会  様 ２６，２９１円 
　以上、丸子町社会福祉協議会にご寄付いただきました。厚くお礼申し上げます。 

2月は 北方領土返還運動全国強調月間 
 薬物乱用事犯取締強化月間 
 省エネルギー月間 
  
  3日　節分 
  7日　北方領土の日 
11日　建国記念の日 
20日　旅券の日 
23日　皇太子誕生日 

ご存知ですか？「自家用自動車協会」 

[主な業務内容] 
１．  自動車・自動二輪車の名義変更、廃車手続き等の代行業務 
２．  「車庫証明書」の代行業務 
３．  自動車保管場所の現地調査（車庫調査） 
４．  別納カード業務、ハイウェイカード販売等 
５．  交通安全運動業務等 
【問】長野県自家用自動車協会依田窪支部（丸子警察署内） 
 　　電話（直通）  0268-42-2758

一円玉募金の御礼 

　丸子町日赤奉仕団・丸子町連合婦人会で行いました「一円玉募金」には多くの方々から
ご協力をいただきありがとうございました。 
　総額は５１１,０９５円になりました。この募金は次のとおり、各施設で活用させていただきました。 
○徳　寿　荘　 ４０,０００円 
○陽　寿　荘 　４０,０００円 
○敬　老　園　 ４０,０００円 
○山の子学園　 ４０,０００円 
○とんぼハウス　 ４０,０００円 
残金につきましては募金目的に従い、活用する予定です。 
また昨年の残金につきましては、丸子町社会福祉協議会へ電動ベッドと丸子町へ育英資
金として寄付いたしました。 

　平成16年度東信地区交通災害共済の申し込みを受付けます。 
　加入を希望される方は、各地区の役員さんが皆さんのご家庭を訪問しますので、
会費を添え役員の方にお願いしていただくか、町内の各農協の窓口で台帳に会費
を添えてご自身で加入手続きをしてください。 
　なお、本年も交通災害共済会員台帳は世帯別で封筒に入っています。 
　また平成16年度の会費補助は、小学校就学前の子供（平成10年4月2日以降に生
まれた方）さんに2分の1を補助し250円で加入できます。 

【問】丸子町役場生活課生活係　電話 42-1054　有線 2-4491

多胎児家族のつどい（健康係） 

教室名 実施日 対　象　者 
双子ちゃん三つ子ちゃんの集い  2月26日（木） 双子、三つ子の親子 

�実施時間：午前10：00～12：00 
�場　所：保健センター 
 

デイケア、しゃぼん玉（福祉係） 
�内　容：こころを病む人が社会復帰を目指す場 

実施日 時　間 場　所 
10：00～12：00 
13：30～15：30

2月4日（水） 
2月18日（水） 

ふれあいステーション3階
保健センター 

断酒会（健康係） 

実　施　日 時　間 場　所 

第1・第3月曜日 
2月 2日（月） 
2月16日（月） 

19：00～21：00 長瀬町民センター 

�対象者：アルコール依存から立ち上がろうとする人、家族、 
　 関心のある人など 

　毎月15日、町長との対話サロンを行っています。 
町政に対する提言やご要望など、お気軽にお話し
ください。（サロン：談話室）※土、日、祝日はその前日 
【申込・問】役場 企画課 情報係　TEL42-1011 有線2-4882

●～●～●～町長との対話サロン～●～●～● 

毎週月曜日放映中 
6：30・8：30・11：30・18：30・21：30 

丸子テレビ放送（1ch） 
2月の内容［ もしもノドにものがつかえたら ］ 

『丸子町行政情報番組』 

実施日 時　間 
3月8日（月） 13：30～  　予約制 

もの忘れ相談会（介護係） 
�相談担当者：堀内静子氏（看護相談室せせらぎ代表） 
�場　所：ふれあいステーション3階または訪問 

育児セミナー（健康係） 
�事前に申込みが必要 
�ところ：保健センター 

教室名 と　き 対　象　者 

かるがも教室 
� 2月14日（土） 
� 2月26日（木） 

これから赤ちゃんを迎える夫婦 

予防接種（健康係） 
個別�実施時間：診療時間内（要予約） 
　　�場　所：委託医療機関 
　　�持ち物：母子健康手帳・予防接種予診票・印鑑 

種　類 実施日 

麻 し ん  個 別  2月1日～2月29日 
詳しくはお知らせ版2/1号
をご覧ください 

平成16年度   東信地区交通災害共済に加入しましょう 

実施日 対　象　者 場　所 
2月25日（水） 平成15年7月・8月生 保健センター 

7ヵ月児健康相談（健康係） 
�受付時間：午前10：00～10：30 
�実施時間：午前10：30～12：00 
�持ち物：母子健康手帳・赤ちゃん手帳「おたずね」 

【問】 丸子町役場　保健福祉課 
 健康係　�42-1117　有線2-4483　　福祉係　�42-1118　有線2-4474　　介護係　�42-0015　有線2-7652
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丸子町男女共同参画推進条例の概要 

※このコーナーへのご
意見ご感想をお待ち
しています。 

【宛て先】 
〒386-0404 
丸子町上丸子1488 
丸子町教育委員会 
　　　　　社会教育課 
　TEL 42-3147 
　FAX 42-3148 
　E-Mmail  
　　office@maruko- 
            　town.ne.jp

� 

〜
男
女
共
同
参
画
社
会
づ
く
り
〜 

心構えが変わります 
土屋　敦史　さん 今年成人式を迎えた 

　「大人としての自覚が芽生えます」。成人式を迎えてこう話

すのは、成人を代表して意見発表した八日町の土屋敦史さん。 

　土屋さんは現在、長野工業高等専門学校の5年生。長野で

寮生活を送りながらエンジニアとしての専門知識を学んでい

ます。グループで取り組んだ卒業研究の課題では何度も失敗

を繰り返し、いやになる事もあったとか。でもその分実験成

功の喜び、失敗の悔しさ、ものづくりの楽しさを知ったとい

います。 

　東部の（株）ミマキエンジニアリングに就職も決まり、この

4月からは夢であったエンジニアとしての第一歩を踏み出し

ます。「今は社会人としてスタートを切るための準備ができ

かけている段階かな。しっかりしなきゃいけないと考えている」。 

　今の丸子町に望むことは？と尋ねると、「若い人がどんどん外に出て行って淋しい。若者がた

くさん集まるよう町おこしにもっと力を入れて欲しい」と言います。「個人的には友達と気軽に

飲みに行ける居酒屋とファーストフード店ができればうれしいな（笑）」。 

平成16年丸子町成人式より 

推進体制の整備 
○施策を総合的に調整し、実施するため
　の体制の整備 
○必要な拠点の整備 
○施策を実施するための財政上の措置 

責　務 

町 
○男女共同参画の推進に関する施策
を総合的に策定し、実施する 
○国、県、その他の地方公共団体、町民、
事業者及び教育関係者と連携し取
り組む 

町民 
○基本理念にのっとり、家庭、学校、職
域、地域、その他の社会のあらゆる
分野において自ら積極的に参画す
るとともに、施策を理解し協力をする 

事業者 
○事業活動を行うに当たっては、主体
的に男女共同参画社会の推進に
寄与するように努めるとともに、施策
を理解し協力するように努める 

教育関係者 
○教育が男女共同参画の推進に果た
す役割の重要性を踏まえ、基本理念
に配慮した教育を行うように努める 

苦情相談・提案等の申出 
○苦情及び相談への対応 
○施策又は事業についての提案等の申出 

男女共同参画計画・基本的施策等 
○男女共同参画計画の策定 
○施策の策定等に当たっての配慮 
○実施状況の公表 
○町民等の理解を深めるための啓発 
○家庭生活における活動と他の活動との両
立の支援 

○教育及び学習の機会の充実 
○町民等の活動に対する支援 
○調査研究 
○事業者への協力依頼 

性別による人権侵害の禁止 
○性別による差別的取扱いの禁止 
○セクシャル・ハラスメントの禁止 
○男女間における身体的又は精神的な
苦痛を与える暴力行為の禁止 

男女共同参画推進委員会の設置 

基本理念 

男女の人権の尊重 

家庭生活における活動と他の活動の両立 

社会における制度又は慣行についての配慮 

政策等の立案及び決定の場への共同参画 

国際社会への配慮 

主体的取組 

二十歳の顔 二十歳の顔 
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　今年は七年に一度の御柱祭の年です。腰越にある三つの諏訪神社で
もこの春、御柱祭の里曳きが行われます。4月11日の深山諏訪神社（深
山）から始まり、同月18日に岡森諏訪神社（向井）、同月25日には一
本木諏訪神社（町）でそれぞれ盛大に執り行われます。 
　特に一本木諏訪神社の御柱祭は賑やかで、ご神木を曳く行列のほか
に絢爛豪華な余興のお練りがあり、女の子による「姫なぎなた」や若
い男性たちによる「奴練り」は町の無形文化財に指定されています。 
　今回、一本木諏訪神社御柱祭では、このお練りに参加したいという
一般の方を募集しています。下記要領にてお申し込みください。 

■開催期日：平成16年4月25日（日） 
■対  象  者：丸子町在住者で次の要件にあてはまる方 
　　　　　　1）奴練り　18才以上の男子 
　　　　　　2）姫なぎなた　女子（今年4月で小学校高学年になる方） 
　　　　　　※いずれも若干名 
■申込締切：2月中旬（定員に達し次第締め切らせていただく場合があります） 
3月上旬より練習を開始する予定です。詳細については下記までお問い合わせください。 

【問】一本木諏訪神社御柱祭奉賛会　余興係　芳賀　�42-3355 
　　  ホームページ　http://www.ued.janis.or.jp/̃up.river/kosigoeonbasira.htm

★町県民税　4期（2月2日） 
★固定資産税　4期（3月1日） 
★国保税　8期（2月2日）　９期（3月1日） 
★上下水道使用料　10・11月分（2月2日） 
★下水道受益者負担金　4期（3月1日） 
★介護保険料　6期（3月1日） 
 
 
 
★年金相談 
　2月26日（木）　10:00～12:00　13:00～15:00 
★8のつく日、心配ごと・行政・結婚相談 
2月8日（日）  18日（水）  28日（土）　9：00～12：00 
丸子ふれあいステーション3階　�42－0033　有線2－4821 

★巡回ハローワーク（毎月第3金曜日） 
　2月20日（金）　9：30～12：00　�23－8609　 
★交通事故でお困りの方 
交通事故相談室　上田支部　�23－1260　内線2417 

★悪徳商法に対する苦情相談 
　上田消費生活センター　�27－8517 
★子どもの相談窓口 
　丸子町教育委員会　�42－3147 
★女性のための法律相談 
　�026－232－2104 
★育児や介護を支援するフレーフレー・テレフォン 
　�026－232－2020 
★警察安全相談室 
　�026－233－9110 
★女性被害犯罪ダイヤルサポート110 
　�026－234－8110 
★ヤングテレフォン 
　�026－232－4970

2月の納税 

2月の相談 

納税は便利は口座振替を 
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�東内・西内コース 
　２/３（火） ２/１７（火）　３/２（火） 

�腰越・依田コース 
　２/５（木）　２/１９（木）　３/４（木） 

�中丸子・下丸子・長瀬コース 
　２/１０（火）　２/２４（火）　３/９（火） 

�塩川・藤原田コース 
　２/１２（木）  ２/２６（木）  ３/１１（木） 

�東内保育園・陽寿荘・三才山病院 
　２/１３（金）   ２/２５（水）  ３/１０（水） 

�ツルヤ・アップルランド 
　２/４（水）　２/１８（水）　３/３（水） 

～～～ 

今月の一冊 

自然と仏画の美を求めて 

著・発行／関　二三雄 
 　（著者寄贈） 

〈新刊本の紹介〉 

本館 
農民美術＆木目込み 関　　幸子 （著者寄贈） 
歯と口の悩みを解決する本 坂本　貴史 法　　　　研 
いまこの瞬間愛しているということ 辻　　仁成 集 　英　社 
二つの脳を持つ男 パトリック・ハミルトン 小 　 学　館 
千里眼の死角 松岡　圭祐 小 　学　館 
二百年の子供 大江健三郎 中央公論新社 
青山一髪　上・下 陳　　舜臣 中央公論新社 
逃避の代償 小林慶一郎 日本経済新聞社 
幸福論 関野  吉晴・長倉  洋海 東海教育研究所   

あおぞら号 
黒蜘蛛島 田中　芳樹 光 　文　社 
化生の海 内田　康夫 新 　潮　社 
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丸子町消防音楽隊 

第10回定期演奏会 

期　日◆2/15（日） 
開　演◆午後2:00 

場　所◆丸子町文化会館セレスホール 

　　　　入場無料 
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問 丸子消防署 
�0268-42-0119　有線2-4951

～氷灯篭に誘われて幻想的な冬の世界へ～ 

幻想（きらめき）冬紀行 

期　日◆ 2/8（日）まで 
時　間◆夕暮れ～午後9時頃まで 

場　所◆五台橋から文殊堂周辺 

問 鹿教湯温泉観光協会 
�0268-44-2331

　約200個の氷で作
られた灯篭に蝋燭を
ともして飾る幻想的
なイベント。湯坂から
五台橋、文殊堂へと続
く道を「氷灯篭」が幻
想的に照らし出します。 

音楽村ハーモニー文化祭 

期　日◆ 2/27（金）～29（日） 
場　所◆信州国際音楽村　ホールこだま及び研修センター 

問 （財）信州国際音楽村 
�0268-42-3436

木工やハーブ、ハーモニカ、津軽三味線、オカリナなどの音楽村ハー
モニースクールと、丸子町カルチャースクールの受講生たちが
一年間の活動の成果を発表する交流作品展。最終日には交流コ
ンサートも開催されます。　［入場無料］ 　今年で結成14年目を迎える消防音楽隊。日頃の練習の

成果を発揮しようとみんな張り切っています。演奏する曲

目はクラッシックからみなさんにおなじみのアニメや映画

のテーマ曲な

どさまざま。

音楽隊の迫力

ある演奏を聴

きに、ご家族

そろってお越

しください。 

広報まるこ裏表紙「花ごよみ」を毎
月執筆されている関さんの作品集（写
真の撮影場所は丸子周辺） 

腰越の御柱祭　参加者募集！ 
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